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あらまし 本稿では、アプリケーションレベルでの「多重帰属」を実現する、アプリケーション・コンセントレータ
という概念を提案する。近年のネットワーク技術の急速な発展により、さまざまな社会活動がネットワーク上に移行
している。ここで重要となるのが、複数の閉域ネットワークへの多重帰属を実現する技術である。本稿では、さまざ
まなアプリケーションの多重帰属を実現する「アプリケーション・コンセントレータ」という概念を提案する。アプ
リケーション・コンセントレータは、アプリケーションレベルで通信内容を多重化・多重分離することにより、アプ
リケーションレベルでの多重帰属を実現する。さらに本稿では、アプリケーション・コンセントレータの概念を用い
て、3種類のアプリケーションのための多重帰属機構 (Webコンセントレータ・メールコンセントレータ・ VNCコン
セントレータ)を設計する。
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Abstract In this paper, we propose a concept of application concentrator that realizes the multiple association at an appli-
cation level. Since network technologies have been quickly advanced in recent years, various social activities have shifted
on a network. Thus, a technology for realizing multiple association to many closed networks is crucial. In this paper, we
propose a concept of application concentrator that realizes the multiple association for various types of applications. Appli-
cation concentrator realizes multiple association at an application level by multiplexing and demultiplexing the contents of an
application protocol. Furthermore, in this paper, we design three multiple association mechanisms for typical application (i.e.,
Web, e-mail, and remote desktop) based on the concept of an application concentrator.
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1 は じ め に

近年のネットワーク技術の急速な発展により、さまざまな社
会活動がネットワーク上に移行している [1]。情報処理技術の
高速化・低コスト化や、ネットワーク技術 (特にインターネッ
ト技術)の爆発的な普及といった、情報通信技術の急速な発展
がその一因となっている。さまざまな社会活動を安全にネット
ワーク上で実現するためには、実社会に存在するコミュニティ
やグループ間の通信を、VPN (Virtual Private Network)のような
閉域ネットワークを用いて実現することが不可欠である。
ここで重要となる技術が、複数の閉域ネットワークへの「多

重帰属」を実現する技術である [2]。ネットワークの利用者が
複数の閉域ネットワークに多重帰属することができれば、さま

ざまな社会活動を自然にネットワーク上にマッピングすること
が可能となる。
これまで、複数の閉域ネットワークへの多重帰属を実現する

さまざまな方式が提案されてきた [2–5]。しかし、これらの方
式のほとんどは、利用者端末上で稼働するオペレーティングシ
ステムやアプリケーションに変更が必要であった。
我々は文献 [6]において、HTTPプロトコルレベルで、複数

の閉域ネットワークへの多重帰属を実現する「Webコンセント
レータ」を提案した。Webコンセントレータは、既存の HTTP
プロトコルを変更せずに、アプリケーションレベルでの多重帰
属を実現する。このため利用者は、一般的なWebブラウザを利
用して、複数の閉域ネットワークへの多重帰属が可能である。
ただし、Webコンセントレータは HTTPプロトコルレベルの多
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重帰属に限定されている。さまざまな社会活動をネットワーク
上に移行するためには、Web以外のアプリケーションのサポー
トも不可欠である。
そこで本稿では、文献 [6]で提案したWebコンセントレータ

の考え方を一般化し、さまざまなアプリケーションの多重帰属
を実現する「アプリケーション・コンセントレータ」という概
念を提案する。アプリケーション・コンセントレータは、アプ
リケーションレベルでの多重帰属を実現するための汎用的なフ
レームワークである。アプリケーション・コンセントレータで
核となるアイデアは、アプリケーション層で通信内容を多重化・
多重分離することにより、アプリケーションレベルで複数の閉
域ネットワークへの多重帰属を実現するという点である。アプ
リケーション・コンセントレータはアプリケーション層で動作
するため、利用者端末上で稼働するオペレーティングシステム
やアプリケーションに変更を加える必要がないことが大きな特
徴である。
本稿では、さらに、アプリケーション・コンセントレータの

概念を用いて、3種類のアプリケーションのための多重帰属機
構を設計する。アプリケーションとしては、Web・メール [7]
・ VNC (リモートデスクトップ) [8]を対象とし、それぞれWeb
コンセントレータ・メールコンセントレータ・VNCコンセント
レータを設計する。これにより、アプリケーション・コンセン
トレータの概念が、このような異なるアプリケーションの多重
帰属機構の設計に統一的に適用できることを示す。なお、Web
のための多重帰属機構は、文献 [6]で提案したWebコンセント
レータと基本的には同一のものである。本稿では、アプリケー
ション・コンセントレータという汎用的なフレームワークを用
いることにより、Webコンセントレータが体系的に設計できる
ことを示す。
本稿の構成は以下の通りである。まず 2章では、従来の多重

帰属技術について述べる。3章では、アプリケーション・コン
セントレータのアーキテクチャおよびその機能や特徴を説明す
る。4章では、アプリケーション・コンセントレータの概念を
用いて、3種類のアプリケーションのための多重帰属機構を設
計する。最後に、5章において本稿のまとめと今後の課題を述
べる。

2 関 連 研 究

以下では、複数の閉域ネットワークへの多重帰属を実現する
既存技術について述べる。

IPsec [9]やMPLS-VPN [10]に代表される、VPN (Virtual Pri-
vate Network)技術も閉域ネットワークへの帰属技術の一種であ
るが、これらの技術の大半は「単一の」閉域ネットワークへの
帰属を前提としており、複数の閉域ネットワークへの多重帰属
を実現する技術は現在も研究の段階にある。
文献 [2]では、利用者単位で複数の VPNに帰属 (多重帰属)で

きるアーキテクチャMAVPN (Multiply-Associated Virtual Private
Network)が提案されている。MAVPNは、既存のネットワーク
技術を、物理ネットワークレベル・論理ネットワークレベル・
ユーザネットワークレベルという 3階層に適用するというアー
キテクチャによって、複数の閉域ネットワークへの多重帰属を
実現している。しかし、MAVPNはネットワーク層での多重帰
属を実現しているため、必然的に、すべての利用者端末のオペ
レーティングシステムに変更が必要である。
一方、文献 [3] では、端末のグループ化を自由に行えるネ

ットワークアーキテクチャ MyNetSpace が提案されている。
MyNetSpaceは、IPパケットにグループ識別のための特別なヘッ
ダを追加することにより、複数の閉域ネットワークへの多重帰
属を実現している。MyNetSpaceも、MAVPNと同様に、ネット
ワーク層での多重帰属を実現している。このため、すべての利
用者端末のオペレーティングシステムおよびアプリケーション
に変更が必要である。
ネットワーク層での多重帰属も一つの解であるが、利用者端
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図 1: アプリケーション・コンセントレータの概要

末のオペレーティングシステムやアプリケーションに必ず何ら
かの変更が必要となる。一般性・汎用性・導入容易性を考える
と、近年活発に研究が行われているオーバレイネットワーク技
術 [11–14]のように、アプリケーション層において下位層の弱
点を克服するという方式も有望であると考えられる。そこで本
稿では、従来の「ネットワーク層」での多重帰属ではなく、「ア
プリケーション層」での多重帰属に着目する。

3 アプリケーション・コンセントレータ

以下では、アプリケーション・コンセントレータのアーキテ
クチャおよびその機能や特徴を説明する。
アプリケーション・コンセントレータは、特定のアプリケー

ションやネットワーク技術に依存しない汎用的なフレームワー
クである。そこでまず、アプリケーション・コンセントレータ
における用語の定義を説明する。

3. 1 用語の定義
• エンティティ
通信の主体を「エンティティ」と呼ぶ。通常、エンティティ

は、利用者もしくは計算機上で動作するアプリケーションに相
当する。アプリケーション・コンセントレータは、アプリケー
ション層での多重帰属を実現する。このため、利用者そのもの
だけではなく、利用者が使用しているアプリケーションをも含
めてエンティティと呼ぶ。

• 閉域ネットワーク
複数のエンティティ間を接続する、それぞれ論理的に独立し

たネットワークを「閉域ネットワーク」と呼ぶ。閉域ネットワー
クの例としては、IPsec や MPLS-VPN 等で構築された VPN、
802.1Q で構築された VLAN [15]、アプリケーション層でのト
ンネルで構築されたオーバレイネットワーク [12] などが相当
する。

• 多重帰属
エンティティが、複数の閉域ネットワークに同時にアクセス

するという行為を「多重帰属」と呼ぶ。アプリケーション層で
の多重帰属とは、複数の閉域ネットワークと通信するアプリ
ケーションが同時に稼働するという状態を意味する。

• 識別子
エンティティを一意に区別するための識別子を「エンティティ

識別子」、閉域ネットワークを一意に区別するための識別子を
「閉域ネットワーク識別子」と呼ぶ。エンティティ識別子や閉
域ネットワーク識別子が何に相当するかは、エンティティが何
に相当するか、閉域ネットワークを構築する技術に何を用いる
かによって変化する。

3. 2 概 要
アプリケーション・コンセントレータは、アプリケーション

レベルでの多重帰属を実現するための汎用的なフレームワーク
である (図 1)。
アプリケーション・コンセントレータで核となるアイデアは、

アプリケーション層で通信内容を多重化・多重分離することに
より、アプリケーションレベルで複数の閉域ネットワークへの
多重帰属を実現するという点である (図 2および図 3)。アプリ
ケーション・コンセントレータはアプリケーション層で動作す
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図 2: アプリケーション層での通信内容の多重化
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図 3: アプリケーション層での通信内容の多重分離

るため、利用者端末上で稼働するオペレーティングシステムや
アプリケーションに変更を加える必要がないことが大きな特徴
である。
アプリケーション・コンセントレータは、「アプリケーショ

ン層での多重化・多重分離」という概念に基づいている。アプ
リケーション層での多重分離ができれば、これはつまり、エン
ティティから複数の閉域ネットワークへ情報を送信できること
を意味する。同様に、アプリケーション層での多重化ができれ
ば、これはエンティティが複数の閉域ネットワークから情報を
受信できることを意味する。
アプリケーション層での通信内容の多重化・多重分離は、ア

プリケーションレベルの通信内容に、閉域ネットワーク識別子
を付加することにより実現する。これにより、技術的には、エ
ンティティが、送信したいアプリケーション層の通信内容に、
閉域ネットワーク識別子を付加すれば、それぞれの閉域ネッ
トワークへの情報送信が可能となる。また逆に、エンティティ
が、受信したアプリケーション層の通信内容に含まれている閉
域ネットワーク識別子を判別することにより、それぞれの閉域
ネットワークからの情報受信が可能となる。
ただし、エンティティに、明示的に閉域ネットワーク識別子

を付加させる、もしくは閉域ネットワーク識別子を除去させる
というのは望ましい形ではない。そこでアプリケーション・コ
ンセントレータでは、多重化されたアプリケーション層通信に
対してプロトコル変換を行うことにより、エンティティに対し
て自然なユーザインターフェースを提供する。これにより、多
重帰属に対応していない従来のアプリケーションを用いて、複
数の閉域ネットワークへの多重帰属を可能とする。

3. 3 アーキテクチャ
アプリケーション・コンセントレータは、多重化部・多重分

離部・プロトコル変換部という 3つの機能ブロックで構成され
ている (図 4)。

• 多重化部
アプリケーション・コンセントレータの多重化部では、複数

の閉域ネットワークからのアプリケーションレベルの通信内容
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図 4: アプリケーション・コンセントレータのアーキテクチャ
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図 5: アプリケーション・コンセントレータの多重化部
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図 6: アプリケーション・コンセントレータの多重分離部

に、それぞれの閉域ネットワークに対応する閉域ネットワーク
識別子を付加する。これにより、複数の閉域ネットワークとの
通信を多重化し、単一のアプリケーションレベルの通信へと変
換する (図 5)。閉域ネットワーク識別子の付加は、アプリケー
ションプロトコルを変更することなく行われる。

• 多重分離部
一方、アプリケーション・コンセントレータの多重分離部で

は、アプリケーションレベルの通信内容を分析する。それぞれ
の通信内容に付加されている閉域ネットワーク識別子を除去し、
対応する閉域ネットワークへの通信へと変換する (図 6)。閉域
ネットワーク識別子の除去は、エンティティに対しては透過的
に行われる。

• プロトコル変換部
プロトコル変換部では、多重化されたアプリケーションレベ

ルの通信内容に対して、プロトコル変換を行うことにより、エ
ンティティに対して自然なユーザインターフェースを提供する
(図 7)。

3. 4 機 能
以下では、アプリケーション・コンセントレータが提供する

機能を、利用者とネットワーク管理者の視点からそれぞれ説明
する。

• 利用者
アプリケーション・コンセントレータを用いれば、利用者端

末上で稼働するオペレーティングシステムやアプリケーション
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図 7: アプリケーション・コンセントレータのプロトコル変換部

に変更を加えることなく、複数の閉域ネットワークへの多重帰
属が実現できる。このため、利用者は普段使い慣れた端末やア
プリケーションをそのまま用いて、複数の閉域ネットワークへ
のアクセスが可能となる。さらに、アプリケーション・コンセ
ントレータのプロトコル変換部を用いれば、利用者は多重帰属
通信のためのユーザインターフェースを利用することも可能で
ある。

• ネットワーク管理者
ネットワーク管理者は、ユーザ端末やネットワークの構成を

変更せずに、アプリケーション・コンセントレータを導入する
ことができる。アプリケーション・コンセントレータを、複数
の閉域ネットワークとのゲートウェイに配置するだけで、複数
のネットワークへの多重帰属を実現できる。このため、ユーザ
端末やネットワーク管理に必要となるコストを低く抑えること
が可能である。

3. 5 特 徴
アプリケーション・コンセントレータは、アプリケーション

層で通信内容を多重化・多重分離することにより、アプリケー
ションレベルで複数の閉域ネットワークへの多重帰属を実現す
る。アプリケーション・コンセントレータはアプリケーション
層で動作するため、利用者端末上で稼働するオペレーティング
システムやアプリケーションに変更を加える必要がない。この
ため、アプリケーション・コンセントレータは、汎用性・機能
性・導入性・効率性といった利点を持つと考えられる。以下で
は、アプリケーション・コンセントレータのそれぞれの特徴に
ついて議論する。

• 汎用性
アプリケーション・コンセントレータは、利用者端末のオペ

レーティングシステムやアプリケーションを変更せずに導入す
ることができる。これにより、エンティティの計算機環境やネッ
トワーク環境によらず、複数の閉域ネットワークへの多重帰属
が可能となる。

• 機能性
アプリケーション・コンセントレータは、アプリケーション

層での通信内容の多重化・多重分離が核となる機能であるが、
プロトコル変換部により、アプリケーションの特性に応じた機
能を容易に追加することができる。アプリケーション固有の拡
張機能の例は 4章で議論する。

• 導入容易性
アプリケーション・コンセントレータは、利用者端末とアプリ

ケーションサーバの間の経路上に配置するだけでよく、MAVPN
やMyNetSpaceのような、ネットワーク層での多重帰属技術と
比較して、はるかに導入が容易である。なお、アプリケーショ
ン・コンセントレータは、複数の利用者で共用することが可能
である。多数の利用者に対して、複数の閉域ネットワークへの
多重帰属サービスを提供する場合には、アプリケーション・コ
ンセントレータを複数台設置することによって負荷分散するこ
とも可能である。

virtual tabbrowser

content A

web browser

A B

L7-tag : NW A

L7-tag : NW A

web
concentator

tagging

tagging

web server A

web server B

closed
NW A

closed
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図 8: Webコンセントレータ

• 効率性
アプリケーション・コンセントレータは、アプリケーション層

で通信内容の多重化・多重分離を行う。MAVPNやMyNetSpace
のような、ネットワーク層での多重帰属技術ではパケット単位
での処理が不可欠であるが、アプリケーション・コンセントレー
タはセッション単位での処理でよい。このため、通信内容の多
重化・多重分離に要するオーバヘッドを小さく抑えることが可
能である。ただし、プロトコル処理をアプリケーション層で行
うため、ネットワークスタックのプロトコル処理のオーバヘッ
ドが大きくなってしまう可能性もある。

4 アプリケーション・コンセントレータの実現例

本章では、アプリケーション・コンセントレータの概念を用
いて、3種類のアプリケーションのための多重帰属機構を設計
する。アプリケーションとしては、Web・メール [7]・VNC (リ
モートデスクトップ) [8]を対象とし、それぞれ Webコンセン
トレータ、メールコンセントレータ、VNCコンセントレータを
設計する。アプリケーション・コンセントレータの概念が、こ
のような異なるアプリケーションの多重帰属機構の設計に統一
的に適用できることを示す。
なお、Webのための多重化帰属機構は、文献 [6]で提案した

Webコンセントレータと同一のものであるが、本稿では、アプ
リケーション・コンセントレータという汎用的なフレームワー
クによって、Webコンセントレータが実現できることを示す。

4. 1 Webコンセントレータ
• 概要
我々は文献 [6]において、HTTPプロトコルレベルで複数の

閉域ネットワークへの多重帰属を実現する「 Webコンセント
レータ」を提案した。Webコンセントレータは、既存の HTTP
プロトコルを変更せずに、アプリケーションレベルでの多重帰
属を実現する。このため、利用者は一般的なWebブラウザを利
用して、複数の閉域ネットワークへ多重帰属が可能である。

• 機能
Webコンセントレータは、多重帰属のためのユーザインター

フェースとして、「仮想タブブラウザ」を実現している (図 9)。
仮想タブブラウザは、汎用的な Webブラウザ上で擬似的にタ
ブブラウザの機能を提供する。仮想タブブラウザ内には、「仮
想タブ」が表示されており、それぞれの仮想タブには異なる閉
域ネットワークがマッピングされている。ユーザは仮想タブを
見ることにより、どの閉域ネットワークとの通信かを識別する
ことが可能となる。また、利用者が仮想タブを選択することに
よって、通信する閉域ネットワークを指定することも可能とな
る。このような直観的なインターフェースにより、多重帰属通
信が可能となる。
なお、Webブラウザが有する非同期通信機能を利用すること

により、仮想タブの切り替えは、Webコンセントレータや閉域
ネットワークとの通信とは独立に行うことが可能である。これ
により、利用者はストレスなく閉域ネットワークを自在に切り
替えることが可能である。
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図 9: Webコンセントレータが提供する仮想タブブラウザ

図 10: Webコンセントレータを用いた通信

• 設計
Webコンセントレータのプロトコル変換部は、仮想タブブラ

ウザを実現するためのコードを含んだWebページを、利用者端
末上で稼働している Webブラウザに送信する。このコードは
JavaScript [16]で記述されており、JavaScriptのコードを実行す
ることによって、Webブラウザ上で仮想タブブラウザが実行さ
れる。また、仮想タブブラウザは、Webブラウザに実装されて
いる JavaScriptの非同期通信機能を使って、Webページの再読
み込みみを行うことなく、仮想タブ内の情報を更新する。

Webコンセントレータを用いた通信では、エンティティ、Web
コンセントレータ、Webサーバは図 10のように通信する。エン
ティティは、まず、Webコンセントレータに接続し、仮想タブ
ブラウザのコードを含むWebページを取得する。エンティティ
が選択した仮想タブに応じて、Webサーバへの GETリクエス
トに、閉域ネットワーク識別子が付加される。Webコンセント
レータは、HTTP通信の内容を解析することにより、閉域ネッ
トワーク識別子を判別し、対応する閉域ネットワークに通信を
転送する。Webコンセントレータは通信内容をエンティティに
送信するが、この時、仮想タブのコンテンツとして送信する。

4. 2 メールコンセントレータ
アプリケーション・コンセントレータの概念を用いて、

mail client
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図 11: メールコンセントレータ

SMTP/POP プロトコルレベルで複数の閉域ネットワークへ
の多重帰属を実現する「メールコンセントレータ」を設計する
(図 11)。

• 概要
メールコンセントレータは利用者端末と SMTP サーバおよ

び POPサーバの間の経路上に配備される。利用者はメールコン
セントレータを介して、複数の閉域ネットワーク内のエンティ
ティとメールの送受信が可能である。メールコンセントレータ
は、利用者端末上で動作している汎用的なメールクライアント
で利用することができる。

• 機能
利用者は汎用的なメールクライアントを用いて、複数の閉域

ネットワーク内のエンティティとメールの送受信が可能である。
しかし、Webブラウザとは異なり、メールクライアントはユー
ザインターフェースの変更が困難である。また、メール送信と
メール受信のユーザインターフェースは通常独立している。こ
のような理由により、メールクライアントに対して自然な多重
帰属ユーザインターフェースを提供するようなプロトコル変換
部の実現は困難である。
そこで、メールコンセントレータでは、SMTPプロトコルの

拡張ヘッダを、閉域ネットワーク識別子として利用する。利用
者は、メールクライアントを利用して、拡張ヘッダの付加を手
動で行う必要がある。なお、一部のメールクライアントは、プ
ラグインの導入により機能拡張が可能であるため、このような
プラグインを用いれば、自然な多重帰属インターフェースの実
現も可能であると考えられる。

• 設計
メールコンセントレータの多重化部は、複数の閉域ネット

ワークからの POP通信をユーザ端末上のメールクライアント
にリダイレクトする。その時、メールコンセントレータは、発
信元の閉域ネットワークを識別し、閉域ネットワーク識別子を
メールの拡張ヘッダとして付与する。
メールコンセントレータの多重分離部は、ユーザ端末上で稼

働しているメールクライアントからの SMTP通信を、目的の閉
域ネットワークへとリダイレクトする。その時、メールの拡張
ヘッダに記述された閉域ネットワーク識別子を判別して、宛先
の閉域ネットワークを決定する。

4. 3 VNCコンセントレータ
アプリケーション・コンセントレータの概念を用いて、RFB

プロトコルレベルで、複数の閉域ネットワークへの多重帰属を
実現する「VNCコンセントレータ」を設計する。

• 概要
VNCコンセントレータは、複数の閉域ネットワークとの RFB

通信を可能にする。VNCコンセントレータを用いれば、汎用的
な VNCクライアントを用いて複数の閉域ネットワーク内のエ
ンティティとの通信が可能である。VNCコンセントレータは、
利用者端末上で動作している汎用的な VNCクライアントで利
用することができる。

• 機能
VNCコンセントレータは、多重帰属のためのユーザインター
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図 12: VNCコンセントレータ

フェースとして、「 VNCカタログ」を提供する。VNCカタロ
グには複数の「 VNCウィンドウ」が配置されている (図 12)。
VNC ウィンドウは、それぞれの閉域ネットワークにマッピン
グされている。また、VNC ウィンドウは閉域ネットワーク内
の VNCサーバが提供する画面のサムネイルが表示されている。
VNC カタログによって、複数の VNC サーバが提供する画面
のサムネイルを一度に閲覧することができる。また、利用者は
VNCカタログ内の VNCウィンドウを選択することによって、
宛先の閉域ネットワークを指定できる。VNCウィンドウは、利
用者が選択することによって VNCクライアントの画面全体に
拡大する。これにより、利用者は目的の VNCサーバとの RFB
通信が可能となる。

VNCコンセントレータは、アプリケーションレベルで RFB
通信を多重化・多重分離する機構である (図 12)。VNCコンセン
トレータによって、ユーザは複数の閉域ネットワーク間で VNC
通信を行うことができる。また、利用者は、端末上で稼働して
いる汎用的な VNCクライアントから「 VNCカタログ」という
多重帰属インターフェースを利用することができる。VNCカ
タログ内の「VNCウィンドウ」は閉域ネットワークをマッピン
グしたものであり、利用者は VNCウィンドウを選択すること
によって、宛先の閉域ネットワークを選択することができる。

• 設計
VNCコンセントレータのプロトコル変換部は以下のように

動作する。利用者が VNCコンセントレータにアクセスすると、
VNCコンセントレータは VNCカタログの画面データを VNC
クライアントに送信する。VNC カタログは VNC コンセント
レータによって生成され、利用者端末上の VNCクライアント
に、VNC ウィンドウというユーザインターフェースを提供す
る。ユーザが VNCカタログ内の VNCウィンドウを選択する
と、選択した閉域ネットワーク識別子がVNCコンセントレータ
に送信される。VNCコンセントレータは、VNCクライアント
から送信された閉域ネットワーク識別子によって、通信すべき
閉域ネットワークを選択する。VNCコンセントレータは、閉域
ネットワーク内の VNCサーバに画面データを要求し、受信し
た画面データをユーザ端末上の VNCクライアントに転送する。
つまり、VNC コンセントレータの多重化部は、複数の閉域

ネットワークからの RFB通信を利用者端末上の VNCクライア
ントにリダイレクトする。また、VNCコンセントレータの多
重分離部は、利用者端末上の VNCクライアントからの RFB通
信を目的の閉域ネットワークにリダイレクトする。VNCコン
セントレータのプロトコル変換部は、利用者端末上の VNCク
ライアントに VNCカタログの画面データを送信する。

5 まとめと今後の課題

本稿では、複数の閉域ネットワークへの多重帰属を実現する
ために、「アプリケーション・コンセントレータ」を提案した。
アプリケーション・コンセントレータは、アプリケーションレ
ベルでの多重帰属を実現するための汎用的なフレームワークで
ある。本稿では、さらに、アプリケーション・コンセントレー

タの概念を用いて、3種類のアプリケーションのための多重帰
属機構を設計する。アプリケーションとしては、Web・メール・
VNC (リモートデスクトップ)を対象とし、それぞれWebコン
セントレータ・メールコンセントレータ・VNCコンセントレー
タを設計した。
今後の課題として、本提案方式に基づいた試作や、実運用環

境での有効性検証などがあげられる。
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